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1．短大教職課程の概要
　県立新潟女子短期大学英文学科は中学校教諭
2種免許（英語）取得のための課程認定を受け
ている。短大2年間の教職課程のカリキュラム
は以下のようになっている。＊のついた科目を
筆者が担当している。
1年前期 教職の意義、教育学
1年後期 教育心理学、英語科教育法＊
2年前期 教育課程・特別活動、道徳教育、
ｳ育原理、教職総合演習＊、中学
Z教育実習1＊
2年後期 教育の社会的制度的経営的研究、
ｳ育方法・技術、生徒・進路指導、
ｳ育相談、中学校教育実習H＊
全期 中学校教育実習指尊＊
　筆者は、短大入学直後に英文学科全学生に教
職課程の説明をし、教職課程履修の意思を示し
た学生に、「中学校教育実習指導」の一一epとして、
教育実習や中学校教職免許取得に必須の介護i等
体験の事前・事後指導を行っている。1年次に
は随時集まってもらい、2年次には週に1回の
指導時間を設けている。教育実習において、実
習生は学習指導と生徒指導の基礎を体験する
が、特に学習指導の中核である授業実習を行う
ためには、英語指導についての基礎的な学習が
不可欠である。そのための指導は、1年後期の
「英語科教育法」から始まるが、半期2単位の
学習では不十分である。それで、これを2年の
「中学校教育実習指導」につなげて指導を行っ
ている。本稿では、短大学生が英語科学習指導
を行うために必要なこの基礎的な指導について
振り返り、改善を期したい。
2．英語科教育に関わる指導の内容と方法
　「英語科教育法」の授業内容は以下の通りで
ある。市販の英語科教育法テキストを教科書と
して採用しているが、どの教科書を使うにしろ、
共通の指導項目である。
a．なぜ英語を学ぶのか
（英語教育の目的、日本における英語教育の
歴史と現状）
b．英語の授業とは？
（英語指導案を読む、ビデオ・DVDによる授
業観察1）
c．英語教育を規定するもの
（教育条件、教師、学習者）
d．英語の指導内容と配列順序
（様々なシラバス、中学校教科書調査）
e．外国語教授法
f，言語材料と言語活動
（ビデオ・DVDによる授業観察2－3）
g．英語授業の計画と構成
（ビデオ・DVDによる授業観察4－5、中学
校1年指滋案の作成）
英文学科
一57一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第44号　2007
h．教育評価
　今までほとんど学習者の立場しか体験してい
ない学生たちにとって、教える立場から授業を
見ることは難しい。まず理解してほしいのは、
1．一つの英語授業はいくつもの細かいス
　テップ（活動）からなること
2．すべての活動に目的があり、あとの活動
　につながっていること
の2点である。そのことを「英語科教育法」の
講義を通じて意識化するために、講義の初期に、
実際の指導案を読みながら、筆者が実演する中
で、授業を実体験させている1。また、ビデオ・
DVDによる授業観察の機会をできるだけも
ち、実際の授業の中における具体的な活動の連
鎖を観察し報告させている。これは、授業初心
者がともすれば自分の受けた授業を再現するこ
とになりがちであるのを、授業の構成のための
アイディァ資源（resources）を豊かにするの
にも役立つ。
　シラバスの種類を学んだ後に、申学校英語教
科害の調査をさせている。教科書には、文法事
項の配列だけでなく、様々な場面や機能の配列
もあることを実感させるためだが、それだけで
なく、その配列順序についてのデータを自ら作
ることで、指尋案作りや実習に行ったときにも
役に立つ。
　外国語教授法について学んだ後に、関心のあ
る教授法について学生に調べさせ、中学校教育
実習に行ったときに自分が実践したい英語教育
について考えるというレポートを課している。
自分の理想とする英語科教育についてのイメー
ジを持つことは、指導案作成にあたっての目標
設定や指導課程を考える助けになると考えるか
らである。　　　　　　　　・
　1年から2年にかけての春休みは、中学校2・
3年指導案の作成と教材研究が課題となる。正
課の「海外英語研修」にでかける学生もいるが、
1このアイディアは、米山朝二先生のテキストから
いただいたものである。米山朝二1989、19932『英
語教育　実践から理論へ』p．1
現地での授業体験・生活体験を通じて様々なこ
とを学んで持ち帰っているようだ。中学校1年
の指導案の返却を受け、それについてのコメン
トを踏まえて、中学校2・3年の指導案を作成
するよう指導している。
　2年の「中学校教育実習指導」では、4－5
月と9月に模擬授業を実施する。実習生の人数
にもよるが、通常3－4名程度で一つの授業を
計画し実践する（平成19年度は実習生の数が
少ないため、1－2名でできそうである）。短
時間でも教壇にたち、友人の授業を受けること
で・授業プランと実際との違いを体験する。模
擬授業のあとは、授業者は反省、その他の学生
は授業を受けて感じたことを述べあい、筆者も
コメントをする。最初の模擬授業では、前に立っ
て頭が真っ白になるような体験をする学生が多
いが、自分の授業構想力のみならず、英語力や
度胸などを認識し、さらに精進するための糧と
してほしいと思っている。また、授業を見る観
点を学ぶ場にもなっている。
　その他に、2月と5月に、中学校に出向いて
授業を観察し、授業者の先生による特別講義を
拝聴することをさせている（「中学校教育実習
指導」の一環である）。授業観察の観点として、
以下に示す項目を指導している2。
○生徒の様子
　a．クラスの雰囲気と学習態度
　b．教師の働きかけに対する反応
　c．教科における知識・理解・能力・技能の
　程度
○教師の動きと意図
　d．担当教諭の指導方法とこの授業のねらい
　e．学習内容（課と教材）
f，授業の構成（ウォームアップ、復習、新
　教材の導入、練習・応用、整理）
　g．機器や教具の使用
2米山朝二・杉山敏・多田茂著2002『〔改訂版〕英語
科教育実習ハンドブック』大修館誉店　p．17に、「観
察は、明確な目的を持って、観点を決めて行うこ
とで、その成果が期待できる」とある。指導され
た観点に加えて、自分なりの目的意識をもって観
察を行うことが期待される。
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h．教師は授業中英語をどのように、どのぐ
らい使っているか
　＊観察時、チェックリストとメモを併用す
　　る。
　これらはビデオ・DVDによる授業観察のと
きから指導している項目でもあるが、実際の授
業の場に立会い、授業者の先生から直接指導を
受けたり疑問点を質問したりすることで、より
実感と確信をもって授業を見ることができる。
授業を見る目イコール授業力ではないが、授業
を見る目を磨くことは授業の構想力・実践力の
向上につながると考える。
3．学生の指導案作成指導のポイント
　学生の作成した指導案には、以下のような弱
点がよく見られる。
　・授業のねらいが明確でない。
　・新教材の導入が演繹的である。
　・練習が少なく、説明的な新教材の導入後す
ぐにワークシートやゲームを行う。
　・本文の扱いかたがわからない。
　学生のイメージの中にある、学習者に身につ
けさせたい言語能力には、文法知識への偏りが
見られるようだ。コミュニケーション能力を身
につけさせるという観点からの目標の見直しが
必要である。文法知識を身につけさせるにして
も、それを使いこなせるようにするためには、
「言語知識の自動化」3のプロセスを促すような
活動を構築する必要がある。機械的ドリルから
意味のあるドリルを経てコミュニカティブなタ
スク活動へと、生徒とのinteractionを重視し
た段階的・発展的な指鱒が効果的であるので、
そのことを常に強調して学生を指導している。
　W．M．リバースの提唱した「技能の習得」
（skiH－getting）と「技能の使用」（skill－using）
を区別する考え方4によれば、言語活動は、
skill－getting　activity（言語に対する知識や基本
的技能を得る活動）とskill－using　activity（そ
3村野井仁著2006『第二言語習得研究から見た効果
的な英語学習法・指導法J大修館書店　P．97
の知識や技能を実際の場面で使ってコミュニ
ケー一・一ションをする活動）のどちらかに分類され
る。十分な「技能の習得」の活動を基礎に、橋
渡し的な擬似コミュニケーション活動を媒介と
しながら、「技能の使用」の実現として自然な「言
語交流」（interaction）のできる状況を教室内
に生み出すということになる5。必ずしもskill－
getting　activityとskill－using　activityに分ける
ことはできないという意見もあるだろうが、言
語知識を学んだだけでは身につかないというこ
とを学生に説明するにはわかりやすい考え方で
ある。
　平成10・11年文部省告示の学習指導要領に
ある「言語の使用場面と働き」を考えることも、
学生が苦手とするところである。新文型の導入
において使用するターゲット・センテンスは、
使用場面と働きを想定して決定すべきである。
ボトムアップ的に、その文型の働きを考慮しな
がら、典型的な例文を選定することもできる。
受身文の導入に、「（ある言語）が（ある国）で
話されている」という例文を使うのはその一例
である。一方、重点を定めて具体的に設定した
本時あるいは単元の指導目標から、トップダウ
ン的にターゲット・センテンスが決まってくる
こともあるだろう。単元の指導目標で友達紹介
を入れるとすると、それに必要な例文を指導し
ていくことになる。いずれにせよ、使用場面を
考えにくい、機械的な置き換え練習のためだけ
の無味乾燥な例文にならないように配慮する必
要がある。
4．実践の点検と今後の方向
　以上、この20年間改善を重ねてきた、教育
実習に行く学生たちの英語科教育の基礎につい
ての指轟内容と方法について述べた。ともすれ
ば講義だけで終りがちなところを、ビデオ・
DVDを活用して目と耳から授業体験をさせて
きたが、さらに、講義導入時のウォームァップ
としての英語体験をさせてみたり、英語音声学
4W．M．リバース／M．S．テンパリー著　天満美智子
訳1985r英語教育実践ハンドブック』上・下桐
原書店／オックスフオード上pp．4－5
b福嶋秩子2006「skill－usingを意識した英語授業」『県
立新潟女子短期大学研究紀要」43集p．101
一一@59一
県立新潟女子短期大学研究紀要第44号2007
の復習を行ってみたりもしてきた。短大におい
て学生たちが現に受けている英語授業の意味に
ついて話すことで、よりリアルに授業計画の意
義について理解させることもできた。
　そうは言っても、英語科教育について学び始
めてわずか1年にも満たない時期に教育実習に
行くことになる。少なくとも指導教諭の先生の
指導に耐えられるだけの基礎を身につけさせた
いと考えて指導してきたが、それが功を奏した
かどうかは学生の個人的な資質に負うところが
大きい。筆者の講義に刺激を受けて、さらに自
分なりの学習を進めた学生が実習においても期
待された成果をあげ、編入や講師経験を経て、
結果的に教壇に立っている。学生間のギャップ
を埋めるには個別指導を強化するしかない。現
段階で個別指導を行っているのは、添削した指
導案の返却時と模擬授業の授業内でのコメン
ト、および前期・後期の実習の成績の通知のと
きである。これらの時間をさらに活用して、学
生の性格や傾向に応じたきめの細かい指導を行
う必要がある。
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